
達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

保健 健康課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 a　改善できた C 現状維持

特定健診未申込者等への電話での受信勧奨によ

り健診受診率が向上した。今後も継続して向上

できるように取り組んでいく。

C　→　C B　→　C

地域医療 健康課 3 概ね計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 a　改善できた C 現状維持

訪問看護事業については訪問回数の増加が見ら

れ、公立置賜長井病院の今後の有り方について

の検討も進んでいるため、今後も現状と同様に

取り組む。なお、第五次総合計画の後期計画に

おいては指標の見直しが必要。

C　→　C B　→　C

医療給付・国民健

康保険
市民課 2

計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた C 現状維持

健診未申込者に対する個別電話勧奨によって健

診受診率の向上が見られたため、今後も継続的

に取り組み、保険者努力制度を活用し、歳入確

保に努める。

B　→　C B　→　C

高齢者福祉 福祉あんしん課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 b　やや改善できた C 現状維持

介護予防事業等の成果が目標以上に出ており、

事業全体も概ね計画どおり進行しているため、

今後も医療と介護の連携による高齢者の暮らし

を支える仕組みづくりに取り組んでいく。

C　→　C B　→　C

障がい者福祉 福祉あんしん課 3 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

事業が概ね計画どおり進行しており、今後も現

状と同様に取り組んでいく。なお、第五次総合

計画の後期計画においては指標の見直しが必

要。

C　→　C C　→　C

生活困窮者支援 福祉あんしん課 1 計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

事業が計画どおり進行しており、目標も達成し

ているため、今後も現状と同様に取り組んでい

く。

C　→　C C　→　C

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化
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達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

教育総務課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

事業が計画どおり進行しており、目標も達成し

ていることから、今後も現状と同様に取り組ん

でいく。

C　→　C C　→　C

学校教育課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 A　重点化 A 重点化

不登校児童生徒数は減少したが、引き続き現状

以下に維持することが重要。また、「教育」は

長井市総合戦略のなかでも最重要項目であるこ

とから、児童生徒の学力向上、ICT教育の推

進、英語教育の充実、コミュニティスクールの

充実などの課題解決に向けて、重点的に取り組

んでいく。

C　→　A A　→　A

給食調理場 学校給食調理場 2 概ね計画どおり進行 B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

安全安心な給食提供に向けた新調理場整備の検

討が急務である。また、食育に不可欠な地産地

消の推進については、２７年度より実施回数が

減少しており見直しが必要。

B　→　B B　→　B

生涯学習 文化生涯学習課 2 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

地区公民館のコミュニティセンター化において

は他課等との連携による事業推進、子どもの生

涯学習においては学校・家庭・地域の連携体制

の構築が必要である。また、図書館整備につい

ては、他の施設整備との調整が必要であり、整

備後の活用や利用拡大策の検討など課題が残っ

ており、引き続き重点的に取り組んでいく。

A　→　A A　→　A

芸術文化 文化生涯学習課 3 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 B 改善実施

市民文化会館の改修に伴う文化活動場所の制限

といった課題への対応や、まちめぐり美術館な

どの新たな市民活動の支援方法の検討が必要で

ある。また、後期計画の策定においては指標の

見直しが必要である。

C　→　B C　→　B
3-① 生涯学習分野
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03
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達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

文化財保護 文化生涯学習課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
現状の事業内容を計画どおり進捗するように継

続して取り組んでいく。
C　→　C C　→　C

生涯学習施設 文化生涯学習課 2 概ね計画どおり進行 B 改善実施 A　重点化 A 重点化

市民文化会館の改修においては整備方法の検討

が必要であり、新図書館の整備においては整備

に向けた準備を進める必要がある。大規模な施

設整備を控えていることから、予算や人員を重

点化して取り組んでいく。

B　→　A A　→　A

生涯スポーツ 生涯スポーツ課 1 概ね計画どおり進行 B 改善実施 B　改善実施 d　改善できなかった B 改善実施

総合型地域スポーツクラブ支援事業において

は、自主財源の確保や運営体制など検討が必

要。特に知名度の向上や新規参加者の確保のた

め、市民参加の手法を検討する。

B　→　B B　→　B

スポーツ施設 生涯スポーツ課 1
計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

今後の利用拡大に向けて、施設のPRも含め引

き続き適正な管理に努めていく。また、生涯学

習プラザは建設から２０年以上を経過している

ことから、今後は施設の長寿命化への対応が必

要となる。

B　→　B B　→　B

農林課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

国の施策に基づき、各事務事業を適正に執行す

ることにより、引き続き農家の安定的な経営を

支援していく。

C　→　C C　→　C

産業活力推進課 2 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

長井市総合戦略のリーディングプロジェクト

（新規就農支援体制整備）のため、平成28年

度から新たな組織（産業活力推進課）を設け

た。引き続き、国の財政支援等を活用しなが

ら、新規就農者の自立経営に向けて重点的に取

り組んでいく。

A　→　A A　→　A

環境保全型農業 農林課 2
計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

レインボープランの今後の取組みについては、

ごみ回収全体の今後の方向性や再生可能エネル

ギーの今後の取組みと併せて検討していく。

B　→　B B　→　B


3-① 生涯学習分野


3-③

03

04

生涯スポーツ分

野


4-① 農林業振興分野

心豊かで元気

に活動できる

まちづくり

資源を活かし

活力を生み出

すまちづくり

農業振興

3/8



4/8

達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

林業 農林課 2 概ね計画どおり進行 B 改善実施 C　現状維持 B 改善実施

有害鳥獣対策のための緩衝帯整備や木質バイオ

マスへの材料提供、地元木材の公共施設への活

用など新たな課題への対応が必要となってい

る。手法や体制を見直しながら取り組んでい

く。

B　→　B C　→　B

商工観光課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

既存企業の支援を継続的に実施することが必要

であり、人材の育成、確保に継続的に取り組ん

でいく。

C　→　C C　→　C

産業活力推進課 2 概ね計画どおり進行 A 重点化 C　現状維持 A 重点化

長井市総合戦略のリーディングプロジェクト

（インキュベーション体制整備による創業支

援）のため、平成28年度から新たな組織（産

業活力推進課）を設けた。インキュベーション

施設は満室（７部屋）となったが、利用者のま

ちなかでの起業につながるよう、引き続き重点

的に取り組む。

A　→　A C　→　A


4-③ 商業振興分野 商業振興 商工観光課 2
計画より一部遅れて

いる
A 重点化 A　重点化 A 重点化

長井市総合戦略のリーディングプロジェクト

（中心市街地活性化事業の実施）推進のため、

平成２８年３月に中心市街地活性化基本計画の

認定を受けた。道の駅「川のみなと長井」の開

業や民間事業者による中心市街地での事業展開

に合せた取組み、遅れている本町街路事業等に

引き続き重点的に取り組む。

A　→　A A　→　A


4-④ 観光振興分野 観光振興 商工観光課 1 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

今後、やまがた長井観光局の広域化や法人格取

得、あやめ公園の整備等の課題に取り組む必要

がある。また、観光客のまちなかへの誘導策に

ついては市民の参加が不可欠であり、重点的に

取り組んでいく。

A　→　A A　→　A

雇用創出 商工観光課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 c　やや改善できなかったB 改善実施

国の補助事業完了により次の施策展開には工夫

が必要。産業活力推進課で行っている大卒人材

確保の取組みや福祉あんしん課で行っている介

護人材確保の取組みとの連携、市内の働く場の

PRなど人材確保の取組みを検討し、実施して

いく。

C　→　B B　→　B


4-⑤ 雇用対策分野

工業振興

04


4-① 農林業振興分野


4-② 工業振興分野
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達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

就労支援 商工観光課 2
計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 a　改善できた B 改善実施

勤労者互助会の会員数は増えているものの会員

企業数は減っている。支援メニューの充実に向

けた検討、様々な業種・会員に向けたPRに商

工会議所と協力して取り組んでいく。

B　→　B B　→　B

都市整備・都市公

園・街路・景観
建設課 2 計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

人口減少社会においても都市機能を維持するた

め、コンパクトなまちづくりへの取組みが必要

であり、次期都市再生整備計画や立地適正化計

画の策定に向けて重点的に取り組んでいく。ま

た、国からの財政等の支援を受けられるよう、

要望活動にも継続的に取り組んでいく。

A　→　A A　→　A

住宅施策 建設課 2 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

市営住宅については、民間賃貸物件や空き家等

のバランスにも配慮し、就労支援や子育て支援

など政策的な活用方法を整理しながら、主に子

育て世代の移住・定住につながるように重点的

に取り組んでいく。

A　→　A A　→　A

道路 建設課 2 計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 b　やや改善できた C 現状維持
市民の安全性の確保のため、道路・橋梁の長寿

命化計画に基づき事業を進めていく。
C　→　C B　→　C

河川 建設課 2 計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
市民生活の安全確保のため、財源を確保しなが

ら計画的に整備を進めていく。
C　→　C C　→　C

生活環境 市民課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

照明のLED化など環境基本計画のとおり事業を

進めていく。また斎場の工事完了に伴う管理方

法の一部変更への対応や今後のゴミの収集方法

の検討などについては、現状の体制の中で検討

を進めていく。

C　→　C C　→　C

レインボープラン 地域づくり推進課 3
計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

レインボープランの理念の普及だけでなく、事

業成果の見える化、地産地消やゴミ収集のあり

方、新しい取組み方などを含めた見直しや検討

が必要。

B　→　B B　→　B

みんなで築く

安全安心なま

ちづくり

06


6-①
環境・エネル

ギー分野

05


4-⑤ 雇用対策分野

住みやすく魅

力あふれるま

ちづくり


5-①
都市整備・住宅

分野


5-② 都市基盤分野
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達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

エネルギー 市民課 3 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
市民からの申請も多い再生可能エネルギー設備

導入補助について、引き続き維持していく。
C　→　C C　→　C

交通安全 市民課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

交通死亡事故ゼロが1,000日を達成しており、

現状の事業規模を維持しながら、今後も継続し

ていく。

C　→　C C　→　C

地域安全・防犯 市民課 1 計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

防犯灯のLED化については計画どおり進捗して

おり、現状の事業規模を維持しながら進めてい

く。

C　→　C C　→　C

防災・消防 総務課、消防主幹 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持

高齢者世帯等災害時要援護者の登録の促進や国

民保護計画の見直しなど個別の課題には、現状

の体制の中で対応していく。

C　→　C C　→　C

危機管理 総務課 3
計画より一部遅れて

いる
B 改善実施 B　改善実施 d　改善できなかった B 改善実施

業務継続計画の策定は、今後予定している庁舎

建設に不可欠である。他市町村の事例など情報

収集を進め、策定に向けて取り組んでいく。

B　→　B B　→　B

交流推進 総合政策課 1 計画どおり進行 A 重点化 B　改善実施 a　改善できた A 重点化

長井への新しい人の流れを生み出すため、28

年度に開始した「ふるさと長井会」の活動及び

オリンピック・パラリンピックホストタウンの

取組みをさらに発展させていく必要がある。ま

た、ふるさと納税については、全国的に加熱す

るお礼の品に対する国の指導に適切に対応しな

がら、今後も市のPRや独自財源の確保のた

め、力を入れて進めていく。

A　→　A B　→　A

定住促進 地域づくり推進課 3
計画より一部遅れて

いる
A 重点化 A　重点化 A 重点化

移住定住に向けた取組みとして28年度に設置

した移住コンシェルジュを活用しながら、移住

体験や空き家バンク開設の取組みとの連携を図

るなど、移住者の増加に向けて重点的に取り組

んでいく。

A　→　A A　→　A

水源地域保全 地域づくり推進課 1 概ね計画どおり進行 B 改善実施 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

水源エリアの活性化の取組みには一定の成果が

見られるが、観光振興や周辺地域の活性化にさ

らにつながるように取り組んでいく。

B　→　B B　→　B

みんなで築く

安全安心なま

ちづくり

06


6-①
環境・エネル

ギー分野


6-② 安全・防犯分野

交流・定住分野
7-①

市民と市が一

体となった協

働によるまち

づくり

07


6-③
防災・危機管理

分野



達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

コミュニティ 地域づくり推進課 3 概ね計画どおり進行 A 重点化 B　改善実施 b　やや改善できた A 重点化

各地区の地域づくり計画は策定から事業の実施

段階にシフトしつつある。コミュニティセン

ター化後の各地区での取組みには重点的に支援

を行っていく。

A　→　A B　→　A

男女共同参画 地域づくり推進課 2 概ね計画どおり進行 B 改善実施 C　現状維持 B 改善実施

一億総活躍社会の実現や働き方改革など、日本

全体としても女性の活躍への関心が高まりつつ

あり、実施計画の見直しなど時代に合せた改善

を行っていく。

B　→　B C　→　B

広報 総合政策課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 B 改善実施

情報発信の手段は多様化しており、職員の意識

向上が必要。また、時代に合せた手法や情報発

信の一元化を検討していく。

C　→　B C　→　B

情報化 地域づくり推進課 2 計画どおり進行 A 重点化 B　改善実施 a　改善できた B 改善実施

マイナンバーカードの利活用や市の広報などの

ソフト面と併せて、情報機器の整備や運用を検

討していく。

A　→　B B　→　B

総合政策課 3 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

婚活支援事業については徐々に成果が出始めて

いるところであり、少子化対策のためにも継続

し、重点的に取り組んでいく。

A　→　A A　→　A

市民課 － 計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 b　やや改善できた B 改善実施

マイナンバーカードのさらなる普及や住民票等

のコンビニ交付への対応などが今後の課題であ

り、他市町村の情報を参考にしつつ取り組んで

いく。

C　→　B B　→　B

市民相談・窓口

市民と市が一

体となった協

働によるまち

づくり

07 コミュニティ分

野

広報・相談分野


7-②


7-③

7/8



8/8

達成度 評価結果 昨年度評価結果 改善状況 評価理由

昨年度評価

からの変化
担当課

今後の方向性

目標No 基本目標 施策No 個別施策 主要事業

総合評価（２次評価）１次評価

評価結果

昨年度総合評価及び改善状況
１次評価か

らの変化

財政 財政課 1 概ね計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

公共施設整備等による大型の財政需要や、今後

の基金の減少、公債費の増加が見込まれる中で

も財政規律を維持していくため、長期的な収支

バランスを考慮した財政運営に重点的に取り組

んでいく。

A　→　A A　→　A

税務 税務課 1 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
引き続き、成果指標の目標値を達成している現

状の維持に努めていく。
C　→　C C　→　C

総務課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 B　改善実施 b　やや改善できた C 現状維持

平成28年度に策定した新たな行財政改革プラ

ンに基づき、着実に計画を推進していくことが

求められる。また、職員採用については優秀な

人材の確保に継続的に取り組んでいく。なお、

今後地区再編の検討も必要となるが、まずは現

在の手法や体制で対応していく。

C　→　C B　→　C

公共施設整備課 － 計画どおり進行 A 重点化 A　重点化 A 重点化

平成28年度に公共施設整備計画を策定し、今

後計画に基づく各施設の整備が本格化するとこ

ろであり、予算、人員を重点化して整備に取り

組んでいく。

A　→　A A　→　A

広域行政 地域づくり推進課 3 概ね計画どおり進行 B 改善実施 C　現状維持 B 改善実施

単一市町で対応できない課題の解決に向けて、

米沢市を中心とした定住自立圏の取組みが今後

予定されており、状況に合わせて対応してい

く。

B　→　B C　→　B

地域づくり推進課 2 概ね計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
国土利用計画に基づき、適正な土地利用の促進

に努める。
C　→　C C　→　C

農林課 1 計画どおり進行 C 現状維持 C　現状維持 C 現状維持
地籍調査事業については、計画に基づき適切に

進めていく。
C　→　C C　→　C

市民と共に未

来を創るまち

づくり
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8-① 財政運営分野


8-② 行政運営分野

行財政改革・人材育成

土地利用


